
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月１５日発行 第１号 秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

秋田県立ゆり支援学校 

幼児児童生徒を主語にして 
                                                             教頭 黒澤 貴之 

   

日頃より、ゆり支援学校の教育活動に御理解と御協力をいただきありがとうござい 

ます。令和７年度、本校では小学部３９名、中学部３１名、高等部６４名の計１３４名と 

平成１１年の開校以来過去最多の児童生徒数となりました。一人一人の児童生徒が生き生きと活

動する姿を見ることにうれしさを感じています。 

さて、本校では地域支援部を中心に、由利本荘市とにかほ市の幼稚園・保育園・認定こども園、

小学校、中学校、高等学校などからの要請を受け、様々なニーズに応え支援活動を行ってきまし

た。その中で「なかなか集中できなくて困っている」「集団行動ができなくて困っている」といった

相談を受けることも少なくありません。相談内容の確認のため、何度かやりとりをさせてもらってい

ますが、私たちが忘れてはいけないことは、「困っている人」は誰なのかということです。相談のきっ

かけが周囲の大人なので、大人が困っていることは当然のことです。しかし会議や研修などを進め

ていくと、実は周囲の大人以上に困っているのは幼児児童生徒であることが分かってきます。改め

て、前述の「困った」ことを幼児児童生徒の目線で考え、解決策を探っていくことが大切であること

を感じさせられています。また、最適な解決策を見付けたとしても、担任一人だけで実行するには

限界があります。そこには、校（園）長がリーダーシップを発揮し、各学校（園）で組織的に対応す

ることが求められます。 

今年度もゆり支援学校では、特別支援教育のセンター的機能を発揮し、由利本荘市やにかほ市

の各学校（園）の皆様と一緒に悩み、共に解決策を考え、一人一人の幼児児童生徒がそれぞれの

可能性を最大限に発揮できるようにしていきたいと考えています。お気軽に御相談の上、センター

的機能を御活用ください。今年度もよろしくお願いします。 

障害理解授業について 
本校では、共生社会の実現を目指し、居住地校交流や学校間交流を積極的に実施してい

ます。また、交流の事前学習として、障害理解の出前授業を実施しています。交流校と本

校双方の児童生徒にとって有意義な交流の機会につながるよう、障害理解授業を一層推進

していきたいと考えています。 

障害理解授業では、体験活動や読み聞かせ、動画の視聴や話合い 

活動など、様々なプログラムを用意しており、児童生徒の年齢や学 

級の実態に応じて、障害の状態や特性の理解、適切な接し方、多様 

性を尊重することの大切さなどを学習します。人権教育や総合的な 

学習の時間等の一環として、ニーズに応じた内容の障害理解授業の 

実施もお手伝いしています。お気軽にご相談下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校のホームページからダウンロードできます。 

 

特別支援教育地域センター 

 教頭 
 黒澤 貴之 

ゆり支援学校相談窓口  

 

 

T E L ：0184-27-2631 
Ｅ-mail: yuri-s＠akita-pref.ed.jp 
ＨＰ：http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp 

教頭 
佐々木朋広 

教育専門監
太田 清子 

小学部主事 
畠山 千恵 

中学部主事 
加藤 俊和 

 

高等部主事 
工藤 思郎 

地域支援部主任 
佐々木 弘美 

特別支援教育アドバイザー 

近藤 千晴 

☆火・金曜日９：００～１５：４５ 
鶴舞小学校内 

℡：0184-22-3558（直通） 

☆木曜日 ９：００～１５：４５ 
岩谷小学校内 

℡：0184-65-2220 
（特別支援教育相談ルーム） 

☆令和７年度 学校見学会のお知らせ☆ 

日 時：５月２９日（木）（幼保小対象）６月５日（木）（中学校対象）午前 9時 30分～11時 30分 

会 場：秋田県立ゆり支援学校 

対 象：・本校の教育に関心のある方 

     ・本校への入学・転入学を希望する幼児児童生徒の保護者及び関係、職員児童生徒（幼児を除く） 

 

センター的機能における園内研修について 
本校では、園の実情、ニーズに応じて研修の方

法をお選びいただけるように次の３パターンを提
案しております。支援を必要とする幼児の指導・
支援の充実を図り、園内支援体制を整えることを
お手伝いできればと考えております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちへの対応について、いつでも気軽にご相談

いただけるように１時間程度の訪問支援をします。 

１～２人の子どもに対して３０分程度の参観、３０分 

程度のアドバイスをしながら、一緒に支援について考 

えます。 

 

Ａ 気になる子の支援方法についての 

アドバイス 

   障害に関する一般的な知識や特性に応じた 
支援を知ることができます 

Ｂ           事 例 検 討 会            

子どもを多面的、多角的に捉えることで、具体的で
実践可能な支援方法が生まれ、職員間で共通理解し

て保育に当たることができます 

C   支援方法のアドバイスと事例検討会      

研修ＡとＢの併用です。午前中は個別のケースへの
アドバイス、午後は事例検討会をします 

ONE HOUR （ワンアワー）訪問  

   

  

 

             

   

                     

     

                  

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

ゆり支援学校 入学・転学までの流れ（小学部・中学部） 

 
◎４月～ 本校への入学・転学希望 

 

入学及び転入学予定者・保護者を対象

に体験学習や入学、転学に関する説明

会を行います。 

学校見学会の開催の
予定（本校の教育に関
心のある方どなたで
もご参加いただけま
す。） 

 

学校見学会 

◎５月下旬～１０月 教育相談・体験学習 

市の教育支援委員会就学、転学、転学先の決定 

 
◎２月 体験入学 

 

入学、転学に関する相談や本校の見学、体験
を行っています。本校への入学、転学を希望
する際には、教育相談、体験学習についてご
相談ください。 

 

教育相談の申し込み・お問合せは･･･在園、学校を通じ
て電話でご相談ください。 
連絡先：本校教頭（佐々木朋広・黒澤貴之）まで  

※高等部教
育相談入
学選考ま
での流れ
について
は本校ホ
ームペー
ジをご覧
ください。 

http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp/

